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SOAPとは XMLを使って RPCやメッセージングの機構を実現するための仕様である。 SOAP
を利用することで、さまざまな場所に分散したサービスを相互に結び付け、システムとシステム
を連携させることができるようになる。 SOAPは必須の SOAPエンベロープ、任意の SOAPヘッ




























図 2.3: 送信側 SOAPメッセージ例
図 3は株価情報を提供するWebサービスに対して送る SOAPメッセージの例である。この例




















図 2.4: 受信側 SOAPメッセージ例
図 4は受信された SOAPメッセージ例である。 ”GetLastTradePriceResponse”というメソッ




































































<part name="zipcode" type="xsd:string" />
</message>
- <message name="getTempResponse">








- <binding name="TemperatureBinding" type="tns:TemperaturePortType">














<documentation>Returns current temperature in a given U.S. zipcode</documentation>


































































<part name="zipcode" type="xsd:string" />
</message>
- <message name="getTempResponse">




このWSDLにより、データ型が String型である zipcodeを TemperatureServiceのパラメータと
して送信すると、 ﬂoat型で何かの値が応答として返ることが分かる。人間がこのWSDLを読ん




































実装は Java Swingを用いる。多くのWebアプリケーションのように、 HTMLによる GUI

















































































いう文字列変換されて requestの SOAPメッセージを送信する。 Tokyoというパラメータを受











図 4.3: システムの概要 2
4.2.2 出力形式の変換
応答として受けとったデータ型を 4.1.4で定めた出力形式に変換するため、データベースにア




以上の設定した内容に従って GUIに結果を出力する。図 10の例では 4.2.1で受け取った ﬁne




















<     >
   < >fine</ >
</     >
<     >
  < >Tokyo</ >
</     >
request
response










































































































































































<!-- public void setText(String t) -->
<set_data>setText
<argument no="1" type="java.lang.String" />
<return>void</return>
</set_data>
<!-- public void setText(new String("")) -->
<delete_data>setText
<argument no="1" type="java.lang.String">new String("")</argument>
<return>void</return>
</delete_data>
<!-- public String getText()-->
<get_date>getText
<argument no="1" type="" />
<return>String</return>
</get_date>
<!-- public String getText()-->
<get_selected_data>getText

























サービス名 入出力 引数 意味
TemperatureService 入力 英語 地名 ID
TemperatureService 出力 英語 天気




意味 英語 日本語 画像
地名 ID Tokyo 東京
地名 ID Chiba 千葉
天気 ﬁne 晴れ ﬁne.gif
天気 rain 雨 rain.gif






























SELECT 意味 FROM 引数情報データベース WHERE サービス名 = TemperatureService


























SELECT * FROM 知識データベース WHERE 意味 = 地名 ID
である。これを実行すると、結果は次のようになる。
意味 英語 日本語
地名 ID Tokyo 東京

































SELECT 意味 FROM 引数情報データベース WHERE サービス名 = TemperatureService




























図 6.3: サービス名から意味を得る (出力要素の検索時)
である。これを実行すると、結果は次のようになる。
意味 英語 日本語 画像
天気 ﬁne 晴れ ﬁne.gif







































































意味 英語 日本語 画像
天気 ﬁne 晴れ ﬁne.gif
天気 rain 雨 rain.gif
天気 cloudy くもり








































































atureServiceであるので、 (図 18)よりサービス名が TemperatureServiceであり、入出力が入力
である要素を調べると、意味が地名 IDであることがわかる。



















• 伝達性 － コンピュータも人間も理解可能な形式










本研究の評価として、関連研究である InfoPath [17] と比較した表を以下に示す。評価の方法
としては、第三者がWebサービスを利用するための GUI作成時に要した時間（単位：分）を作
成までの流れを説明した説明書がある場合とない場合とで比較する。評価例として３種類の例を
用意した。表 4 はテキストデータを入力させる GUIを構築した場合に費やした時間を比較した
ものである。表 5 はデータをリストで入力させる GUIを構築した場合に費やした時間を比較し
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